
ZIP LINE ADVENTURE
【設備管理-編】
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保守・管理の重要性

①安全の維持による利用者増
（ 円滑 ・ 信頼 ）

②設備を⾧持ちさせる
＝利益向上
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日常保守管理の要点
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キンク
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キンクの発生
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本線取り付け部のかじり

• 本線同士が直接接触しないよう三寸釘を
打ち込み「かじり」を防止して下さい
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•メッキロープの錆び（新旧比較）
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伸びと径の関係
•ロープが新しい間は伸びが発生する。
•古くなると伸びがなくなる。
•伸びが止まると次は切れる方向へ向かう。
•伸びると外径は細くなる。
•伸びの状態と外径の推移を把握する必要が有る。
•細くなると、クリップの締め付けトルクが不足し
てくる。
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素線断線の発生（赤矢印 スタート直後から）
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素線断線

ハンマーリングによる素線断線

繰り返し曲げ疲労による素線断線
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外部摩耗による破断

外部摩耗による破断

キンクによる破断

破断
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本線ロープの種類
皆さんのコースの本線ワイヤーは

6×7 G/L・A種 12mm

オノコロは↓これ ￥高い！！

←芯は油が染
みた合成繊維

7本の素線の束が６本
素線が太く断線に強いので採用してます。
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支柱の管理

地際の腐食

虫害（蟻）
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ワイヤクリップ（本線）の取
り扱い
•１，取付間隔（ロープ公称径×6.5～8倍）
•２，締め付けトルク（34N・m）
•３，数回に分けて平均に締め付け
•４，インパクトレンチで最後まで締めない
• →焼き付きを起こすことがある
• →増し締め出来ない。
•５，何回も繰り返し使用する場合は取付数を
• 増やす
•６，張力をかけたら必ず増し締め
•７．マーキングし、滑りの有無点検
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2011年以前に設置されたｺｰｽの控索取付部には内角の数値の大きいところがあります
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タンバックルの管理

内寸法
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控え索の管理
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控え索アンカー立木の保護材脱落
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ステージの管理

22



スタートステージ
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ランディング進入口
（衝撃緩衝材の設置状況）
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ランディングステージ
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ランディング土留め柵工の施工状
況
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ランディング土留め柵工の施工状
況
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通路・線路沿いの管理
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通路沿い手摺りロープ（クレモナ）の設置
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線路沿い立入禁止フェンス設置
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階段登り口 立入禁止扉と表示
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ランディング合図用ホーンの設置状況
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保守・点検と その記録保存

維持管理の方法及び使用頻度・乗車方法・天候（風・
気温・風雪等）等の使用条件により、ﾄﾗﾌﾞﾙの発生す
る確率は大きく異なることを認識の上での管理をお奨
めします。また点検結果の記録・保存は維持管理の
中でも重要で、部材の交換の目安となり、その資金計
画に必要で有ると共に、万一有事の際は重要な証拠
書類となる事は否定出来ません。
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まとめ

•設備の管理は各コース毎に管理者の方がいますが、
ガイドさんは常に回っているので、その目＝異な
る視点・客観的に視る目 が大切。

•設備の状態は常に変化します。
•昨日良かったから今日も大丈夫。と言う事は有
得ません。

•常に変化に対して敏感に！
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